
金
部
古
蹟
志
巻
骨
三

事
な
れ
ば
、
共
御
憤
深
く
し
て
、
共
に
死
な
ん
と
御
歎
き
有
る
も
理

な
り
。
共
後
大
坂
鎚
の
御
吟
味
之
筒
、
西
尾
隼
人
と
争
ひ
不
首
尾
成

る
に
付
、
建
畠
上
聞
-
給
ひ
て
流
刑
被
昌
仰
付
↓
御
4

ん
の
仕
合
哉
。
近
年
安

誕
の
繭
嶋
左
衛
門
大
夫
殿
、
越
前
の
一
伯
殿
、
駿
河
大
納
言
殿
、
越
後

の
上
総
殿
、
何
茂
賞
家
御
一
門
の
棟
梁
と
い
へ
ど
も
、
政
遣
に
は
伊

丹
抑
』
宮

uv

私
、
心
の
欲
す
る
鹿
に
随
へ
ば
の
り
を
越
え
宇
と
の
古
人
の
言
葉
も

有
.
り
と
た
ん
。
隠
岐
一
人
民
限
る
べ
か
ら
宇
と
諮
り
け
れ
ば
、
何
れ
も

舌
を
援
は
せ
り
と
云
々
。
按
宇
る
に
、
三
州
志
に
い
へ
る
菅
家
見
聞

集
の
察
按
と
は
.
則
ち
右
の
停
銑
の
事
た
る
ぺ
し
。
管
家
見
聞
集
に

は
.
之
を
寛
永
十
年
の
事
と
す
。
今
枝
直
方
筆
記
に
は
、
安
見
隠
岐

大
坂
一
職
の
節
裁
許
あ
し
き
事
、
大
坂
陣
二
度
目
の
御
穿
盤
の
時
惑

に
相
究
り
て
、
後
江
戸
御
在
府
之
節
、
僻
冊
目
御
砲
-
以
=
使
者
-
年
頭
の
御

太
刀
を
献
守
る
刻
御
諦
不
v
被
v
成
。
共
秋
の
初
隼
を
一
居
任
ν
例
上
げ

L
れ
ば
、
是
を
ば
御
競
被
ν
成

τ、
翌
年
御
蹄
固
な
さ
る
h

と
等
し
く

能
州
へ
被
v
建
し
と
。
叉
云
ふ
。
安
見
隠
岐
を
能
州
鴎
へ
被
v
遺
刻
、
奥

村
因
幡
を
以
被
a
仰
波
吋
共
時
分
山
城
・
安
房
に
も
御
し
ら
せ
た
か
り

し
ゅ
ゑ
、
山
城
気
分
は
あ
し
〈
、
小
袖
を
は
を
り
、
小
脇
指
を
さ
し
て

出
で
け
る
た
り
。
依
っ
て
後
ま
で
、
少
し
も
御
し
ら
せ
・
な
く
て
か
や

ら・

'dF.

際
肢
を
助
け
た
り
。
後
隠
岐
人
と
手
綱
引
を
す
る
に
、
大
指
と
小

指
と
に
て
手
綱
の
端
を
つ
ま
み
居
て
、
人
と
等
ふ
に
負
く
る
事
注

し
。
吉
岡
大
裁
は
弓
の
名
人
・
な
り
。
是
と
銭
焔
に
て
中
り
を
あ
ら
そ

ふ
に
不
v
負
。
希
代
の
妙
手
た
り
。
但
し
勇
気
に
ほ
と
り
で
悪
事
増
長

し
・
大
坂
陣
に
も
西
尾
隼
人
と
鎗
の
前
後
を
争
う
て
、
共
首
尾
悪
し
o

愛
を
以
て
、
能
州
柏
崎
の
地
へ
盤
居
し
て
‘
身
絡
に
を
は
り
家
断
絶
せ

り
と
。
叉
混
見
摘
窮
に
云
ふ
。
瑞
飽
公
越
中
守
山
に
在
披
し
給
ふ
頃
、

臆
野
に
御
出
被
v
成
、
鳴
を
以
て
御
績
に
て
翁
被
ν
成
け
る
慮
、
治
作
も

な
く
鳴
を
捉
へ
ぬ
。
天
晴
と
っ
た
と
御
機
嫌
の
慮
、
鷲
飛
下
り
、
件

の
鴎
を
鴨
と
共
に
つ
か
ん
で
、
虚
答
に
か
け
り
行
き
去
り
ぬ
。
利
長

卿
大
き
に
御
怒
り
、
御
指
添
の
五
寸
五
分
藤
四
郎
吉
光
の
小
協
刺

を
、
手
裏
叙
に
被
v

成
け
れ
ど
も
‘
遣
に
飛
行
き
て
、
御
脇
刺
は
室
敷

島
の
中
に
務
ち
に
け
り
。
銀
安
見
右
廷
を
召
さ
れ
、
放
日
比
の
修
行

此
の
時
左
り
。
命
限
り
件
の
鷲
を
追
詰
め
‘
織
地
に
て
可
-
-
打
上
吋
そ

れ
/
¥
と
以
て
の
外
御
せ
き
の
御
容
鉢
。
安
見
鍛
勉
の
名
人
と
い
へ

ど
も
、
難
昌
心
得
-
存
宇
と
い
へ

E
も
、
御
気
色
尋
常
悲
ら
ね
ば
、
長
り

て
秘
蔵
の
殺
生
筒
を
骨
F
持
、
息
を
切
っ
て
遁
行
き
.
或
は
山
花
隠

れ
、
森
に
さ
へ
ら
れ
、
共
の
影
を
見
失
ひ
、
心
の
や
る
せ
も
た
く
、

金
揮
官
康
志
巻
骨
三

四

う
に
被
a
仰
付
-
事
不
快
と
て
、
御
つ
り
に
恩
ひ
し
と
也
。
此
の
時
若
し

遼
背
せ
ば
、
横
山
大
膳
・
式
部
・
津
田
玄
務
に
踏
つ
ぶ
し
可
v
申
よ
し

被
=
仰
付
刊
と
あ
り
。
是
等
も
共
の
時
代
の
事
共
を
ば
聞
停
へ
た
る
停

穏
な
る
べ
し
o

但
し
隠
肢
が
罪
般
の
憾
成
る
事
は
‘
い
ま
だ
記
録
共

に
見
賞
ら
占
1
0

O
安
見
隠
岐
抱
術
偉
話

武
家
耳
底
記
に
云
ふ
。
稲
宮
伊
賀
は
細
川
家
の
士
に

τ、
鍛
胞
の
名

人
た
り
。
其
頃
天
下
に
三
人
と
い
は
れ
た
る
は
、
回
付
宗
鑑
・
安
見
隠

岐
・
稲
宮
伊
賀
た
り
。
目
を
く
L

っ
て
的
を
打
つ
に
は
づ
す
と
と
た

し
。
或
は
家
の
内
に
あ
り
て
、
烏
の
獲
を
聞
き
て
鋭
焔
を
打
つ
に
、

屋
根
を
打
抜
き
て
烏
を
打
落
す
。
誠
に
古
今
の
名
手
、
さ
げ
針
・
釣
鼠

を
も
打
つ
ぺ
し
。
安
見
隠
岐
は
‘
加
州
の
士
た
り
。
織
勉
の
業
、
稲

宮
と
名
を
等
し
く
す
。
腰
だ
め
の
妙
を
得
た
り
。
殊
に
稲
宮
と
遣
う

て
、
強
力
の
大
功
の
者
に
て
、
歌
事
に
も
遣
し
、
第
二
脂
容
な
り
。

大
坂
陣
の
筒
、
敵
に
組
み
し
か
れ
た
り
。
敵
脇
義
を
抜
き
て
隠
肢
が

首
を
掻
か
ん
と
す
る
を
、
隠
岐
甲
の
忍
の
緒
を
雨
手
を
以
て
強
く
引

い
て
か
h

れ
ば
、
此
聞
に
右
の
手
の
大
指
・
小
ゆ
ぴ
を
残
し
て
、
中
指

三
本
を
切
落
さ
れ
た
る
魔
へ
、
味
方
助
け
来
り
、
絡
に
敵
を
打
ち
て

M

F
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行
街
不
v
知
も
か
け
行
く
程
民
、
道
の
程
笠
里
絵
を
過
ぎ
て
、
兎
あ
る

山
の
.
し
か
も
阻
立
ち
た
る
岸
澗
の
上
に
、
谷
へ
向
っ
て
頼
れ
た
る

自
然
石
の
上
に
、
件
の
鷲
と
治
ぽ
し
く
て
初
を
垂
れ
た
り
。
あ
わ
や
天

の
引
合
か
と
.
遁
に
見
や
り
た
れ
ば
、
彼
騰
を
狐
み
た
が
ら
折
々
是

を
食
ふ
幹
た
り
。
民
中
を
釘
ち
て
御
感
に
可
b

預
と
訟
も
へ
ど
も
‘
漂

々
た
る
淵
の
溢
に
共
の
身
は
立
ち
、
共
間
目
も
及
び
難
き
程
な
り
け

り
。
き
れ
ば
と
て
谷
へ
下
り
て
寄
ら
ん
と
せ
ば
、
定
め
て
鷲
は
飛
び

去
る
ぺ
し
。
是
よ
り
打
っ
と
も
、
千
に
一
つ
も
あ
た
る
べ
か
ら
宇
。

如
何
せ
ん
と
思
ひ
煩
ひ
け
る
が
‘
い
や
/
¥
間
合
は
遠
く
中
ら
ぬ

は
是
非
も
注
し
。
近
く
寄
っ
て
‘
烏
を
あ
げ
さ
せ
て
は
不
調
法
。
南

無
八
幡
と
祈
念
を
凝
ら
し
、
拾
匁
玉
を
こ
っ
込
め
、
強
襲
を
し
た
h

か
仕
掛
け
、
岩
上
に
膝
華
民
て
、
忘
る
ta

許
た
め
込
ん
で
是
を
打
つ
。

鷲
は
街
を
打
た
れ
て
、
岩
上
よ
り
烏
を
狐
み
な
が
ら
、
遁
の
谷
へ
ぞ

落
ち
た
り
け
る
。
下
人
E
も
、
木
の
根
・
葛
か
づ
ら
に
取
付
き
、
半
時

許
辛
苦
し
て
、
思
ひ
の
ま
L

K
取
得
て
‘
頓
て
御
覧
に
備
へ
け
れ
ば
‘

御
感
悦
大
方
危
ら
4
1
0

共
間
合
を
縄
張
し
て
、
後
代
の
停
へ
に
せ
よ

と
御
意
に
依
っ
て
、
取
ら
せ
見
る
に
‘
共
問
武
町
五
段
也
。
踊
e
奇
異

の
思
召
に
て
、
則
御
召
の
黒
羅
紗
の
御
溺
織
を
御
直
に
被
v
下
、
重
ね

四
三




